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経験則として得られた技術を多種にわたる個々の製品に
対して臨機応変に対応し、仕上げる力量と応用力を持つ
鍛冶師なのではないだろうか。干場氏や大久保氏（野鍛
冶師）の仕事場に包丁などの刃物から鍬や鎌などの農具、
鉈やノビなどの山道具、モリなどの海道具などの製品の
型が掛けられており、その種類の多さを物語る（図7）。
以上のように、筆者らは北陸で鉈を生産する鍛冶師と
三種類の鉈を調査し、北陸において二タイプの鍛冶職人
の存在と製作技術の修得方法や環境の差異を認識すると
同時に、それぞれの鉈を外観観察や計測を行い、考察を
加えた。その結果、泊鉈の形態的特長を見出し、その形
態を作り出す製作工程をはじめ材料学、人間工学的な解
明など今後の研究課題が鮮明になった。
なお、産地では組合や工業試験場、工業技術センター
などにおいて多くの資料が残されているのに比べ、野鍛
冶師など個人で行っている鍛冶師の資料がほとんどない
ことの現状を知り、早急に記録を行う重要さを改めて痛
感させられた。
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注釈
※１ 『ニッポン鍛冶屋カタログ』かくまつとむ著、小
学館、2002
※２，３ 『日本鍛冶紀行－鉄の匠を訪ね歩く－』かくまつ
とむ著、出版社ワールドフォトプレス、2007
※４ 初代の名前が孫右衛門と言い、また孫の代まで
光って使用できるようにと付けられた銘である。
※５ 『道具が作られる過程』中村滝雄・小松研治・小
郷直言、高岡短期大学紀要第６巻を参照。
※６ 越前打刃物産地共同組合連合会に登録されている
越前鉈（武生）の製作者は、2名であった。
※７ 鉈の先端にある突起は、石川県で「マゲ」福井県
で「とび」富山県で「トンビ」と呼ばれている。
※８ （　）は筆者が説明のため加筆した。
※９ この『朝日町誌　文化編』は一町七ヶ村が大同合
併し、30周年を機に朝日町の歴史と足跡などを
記録にとどめたものである。 
※10 （　）は筆者が説明のため加筆した。
※11 （　）は筆者が説明のため加筆した。
※12 鉈は目釘によって本体と柄が一体になっている。 
更に強固に留まるように柄の先端に鉄の輪をはめ
て本体を締め付け、動かないようにする。
※13 地金に鋼を付ける時、硼砂、ホウ酸と鉄粉を混合
した鍛接剤を接合面に散布し、表面や鉄粉が解け
る温度まで加熱し、加圧して接合する操作。
※14 修理で来る鉈の中に越間円次郎作のものもあり、
形態的に参考にしたと大久保氏は言う。それらの
型を取って保存している。
※15 突起を有する鉈は全国的に分布している。また、
多くの地域では突起がない鉈も別名で製作されて
いる。例えば、枝打ち用や腰鉈、剣鉈など。
※16 『野鍛冶』朝岡康二著、法政大学出版局、1998、
p24－25
※17 鉈はその使用目的よって機能と形態が決められ、
それぞれ名前が付けられている。
※18 トンビの形態や角度そして機能から、山林関係の
中でも炭焼きの職人がこのような使い方をした。
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